
83.鈴鹿山系霊仙山の

ニホンカモシカ

はじめに

訟抗日(肌'ljl084m)は伊吹IIIのすく..，Hに{立ほし、犬

上Jnl 多 1~ O汀を頂点に坂flM11山東l町、米lJa [l)T および由主Í，\.

リ占にまたがる体j~じ約 5 km 、 *ï'l.j k!~ 4 IIrnの山瓜を示す。

鈴JJÞ:山系北端にある当地I主体iへ.(.~申11 -('降、三国岳、御

池除、勝目7、長へと連続しているが li. I~}付近を南端とし

て生h包怜にifr<、山僚の深い大きな山戚といえる. 

.>ljt也に闘の特別天然記念物ニホンカモシカ (C叩 ric

OT1lis crispus Temminck，以下カモシカという)が

生息することは川村 (1972)・内外ら (1979)の報告等

に記述さ tlている.しかしいずれ心開忌込みを主とし

たlぶJJ!(，lHi-.であり霊flhuJのみの小地域での訓公ではな B1山山位置図

い。前打・は1976王ドより当地でIH概説終決を主としたカ fl~"ìJ切に人る。さらに 2 月中旬に 1.511111どの-1，止多似

モシカの絢台を継続実地して必り、今11'1はその慨婆を 'りを lle~，~し、 4 n l:句までには倣'.r;.ずる。特に 1JJ ql 
鈍u守したい.本線がJt!!.元の方々 の1ft})物保必里I!鮮のため "'J から 2)] ・H~I;t.Wé冬 J~J といえるほど京〈、全般に日

の 4資料となれば幸いである。 ~i修1\'1 主t似の傾向が~!li ¥ 、。

M'l:. li~景山500m -600m付近まではアカ司fシ、ウラ

調査E地 ジロガシを含むn互依休上{$で、さらにI二はコナラ ・7

調1f.J也とl筏跨li-.ルートを悶 lに，兵した.，潟1t，I1!H主霊 リを含み一部にプナ ーミズナラクラス林(， t，足る ì~J，IH'"

f~lI llの l栴i阿部を除〈線高 400rn 以 kの J也1設である。 へ将行し ている.mJ'.部はお灰岩てカルストJ也形Lみ

過去 2 年IlI]w.~ft地内にあるベー スキャンプ(際jl'1j810 られる Ii:政状のササl瓜でミズナラな どの小itl'..j，が点イt

m)で%以をiRlj定した.その紡米、.1'1い11.均気il.¥.5.7.G、 している。令休に1'1然体が残っているようにも思える

以前i千均気沿は 8月の18.1'c、 I州凡、11.均気i!.tIま2月の が、令械に lえ:tl't~跡が残りこの1.~の一次林といえそう

ー 6.6'Cとなった。降古はは年により変動rllが大きい であるし、スギを h休とするM林が似 l'.揃)(.J'j!i:まで胞

が一位に 12)!に宇gJ冠勺があリ、 1} J rlo1，}よリ本絡的な 行されており人予がかなリ加わ っている o ~(Ì品変化か

山東町河内からみた盤{山山 ニホンカモシカ
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ら求めたHまかさの指数IH4.0'Cで、*さの指数1;1-20

.5'Cとなった. ょのよとから本米'J~(lhLlJ上部は品衛議

集樹林を形成する条件を{抱えているといえる.

調査期日と..方法

1977年 1H 8 Hよリ 1979JFJO月210までのべ 128日

問、同 lの'i1lff.ル トを無作為にmぃ調査地内の全滅

'i1l1fを行った.xニの 1111 に』ヒ'J，~(II， m 1.:瓜下、重まが谷上

部、 nlll ~チド持11、相 IJ;('Cr.lll)l1じ介11Fに定点をi泣き会

.h~断伐を~，R)il.した .

1979 il'i 0 JJ 28 1]より羽必(1981~I~ 8 J 1 )まて:'11~巡 I

H以上のべ 170余111111、nlll谷 l二1mの以設;fとn;tOJT鳥獣

{恥塩沢内で5，Ui.(似伐を総統Ijlである.

いずれの訓1l:LWUa立(101庁)、 '111以鋭 (25・401音)

を納助とした II(傍観%をn~ 、、 η誌による記Hに努め

た.

自壊された大・中型嶋事L動物

生息.~ []司書した大 ・'11'¥".11i乳動物li次の10段である.

オナガザル科 ニホンザル

ウサギ千守 ノウサキ

イヌ特 ホンドタヌキ

ホンドギツネ

イタチH ホンドテン

ホンドイタチ

査 地

ニホンカモシカ母子総

イノシシヂト

シカ科

ウ :..-H

ニホンアナグマ

ニホンイノシシ

ニホンノカ

ニホンカモシカ

(特別天然記念物)

{也に生.(2.が般測される Lのにムササピがあるか、日

常例、生息竜王跡と ιみいだしていなL、.ニホンツキノ

ワグマ li 日祭例、'J.:..(J.fM事とらな〈、 IJH ~ 込みにねい

ても隊突なれ・i 織がl!~ られなかったので当地には生怠し

ていないも のと忠われる.

以上に11ミした大 .11' '¥'lP!li.?L動物l:t;';';Is(1979)のい

う fíV庇 11，#，ブロ~ 71ニ 'I~.ù.する P，li札制にー放している.
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ゆえに議1111Li.Jに I:H告鹿山系の他地域と同様の大 -

中'¥'1l1lli乳動物がおl存されているといえる 。

生息密度の概算と分布の状況

関 1 のメッシュ中、会主主総設によ り fí{Il~~き札た

カモシカの頭数は2H況であり1m夜間航は約15.5km'

でお司た。ゆえにこの路査域内てーのこt，¥午、稔:)支は約

1.35頭/kぽになった。(短期間に生息筏1交を求める

ことはきわめて悶維であり、今悶狩出した生息密

度も今後精度をたしかめる必裂があるので側主主と

したい。)1979年 8月に環境庁よリ発表された会国

平均生 a弘密度は2.66土0.21Ji瓜/kがて'あ勺た。これ

にくらべ当地での1.359Ji/km'という 生息密度は低

密度といえる。

カモシカの小地域て酌の分布に ついては木内ら

(1979)の例日Jill除での観察の ように 各家総務の行

動|到がf副長していないことが多〈、各家族鮮問有

の行動闘が主主必可能域内て1準統しているのが一般

的と考・えられる。しかし当地では生JJ.可能域にも

かかわらず生息.痕跡がなかったり、以前生息。して

いた地域でもその後カモシカがあらわれなかった

りしておリ:全体に灼ーな分為。とはいいがたい.カ

モシカの分布に組密がみら札、特にカモシカが生

息可能域と忽われるのにみられない筒j所が多いこ

とが当地の生KNIf;・皮をほ〈している袈図と考えら

れる。なせ・このようなまばらな分布になったのか、

さらに今後どのような分衡になっていくのか推移

に注目して いく予定である。

東ら (1977)は修1I/trllJ lJQ.でのカモシカの分布鱗 ラッセル して行動中のニホンカモシカ

遣を調査して、カモシカが"f.:d1if多動して冬期|に 1:1. HEt¥D.. 

下降 し、さらに二次林内に集中して生息するItJ[lilJ 1. 6ゐ ー

があると述べている。1'itIIJI山の定点周辺の繍生は

スギの幼曲~.ti直林地とその周 |遡の二次林に大別され

る。厳冬期jに入 1)、ニホンジカも下|悔して妥を凡 1，0 

せなくなるような納笠の状態になると当地でもカ

モy カの行動|現は二次林内に限定された。 例体総

}]IJされたカ モシ カの人リこんだ0.25km'はどの二次

林|勾では紋高 6頭がほぼ向11キに統祭された。しか

しこの二次林の一部I:l.fllil休織}JIJされたカモシカの
0，5 

>.Iの行動際|内であり、当然線高にら変化はない。

つま り滋仙山では、 44t'zs-刻lにおいてカモシカが二

次林内によ島 1いして分布する傾向はあるがLiば互の

行動l週内で、季節的移動はおこっていないようだ。

定点付近での生息状況 。

SEROW 
淘モシカ

定点l!I.祭で観察時lllJみたりにtl:l現 したカモシカ

とニホンジカの頭数を図Zに示した。カモシカは

定点周辺に辿年生息する。 1、2月に発見鎖数が

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 月

l{ON:Ts 

図2 観察時間あたりのニホンカモシカ、ヱホンジカの出現頭数
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多いのはこの時期一部二次林に集中して〈ることが原

因のーっとJJえられる.f胞の月の発見顕数1:111ぼ一定

で、年平~J鋭務時1:11 L時間あたり0.77頒の出現率とな

った.

ニホンジカIJ.2、3月に1:1定点周辺では鋭祭されて

いない.これは附勺のため行動がl羽般となり下降移動

したむのと忽われる. 4月以降繁姐期である10月-1

月にかけて出現日員数が漸次刷加してい〈のは再び上方

へ移動してくるよとを示していると忠われる.

次に倒体群サイズとその月号I)~変化について述べたい。

定点から級祭されるのは l・~~.trf.( 3m)にすぎないた

め会域F百貨中の鋭烈例も含めた例休群サ イズを図3に

示した.場、以(1978)は秋m以イて)]1)、新潟県笠湖、石

川県白1.11に生息するカモシカの例{本作サイ ズを比較し

て、地域によりfl，¥1体併サイズにむな2告がないことを示

した。世ftl1LIJ の例体~tr吋イ~L IiIJ織に前iliの各地と比

絞してみるとやはりイi怠訟はないことがわかった(危

険事5%).年平均例体11下サイズIJ:l.28iiJiになった。個

体.trf.サイズの月日1)変化をrlil4Iこ示した。若干のパラっ

きはあるものの泌年同じような例体鮮綿成をしている.

以上から.ìtfI王手111~1!行動していることが多いことになる

が、災際はむ守少し桜維で時間的に変化しうるもので

ある。つまリ '1¥独行動することの多い成獣雄はときに

ツガイとなる成l吠餓や成俄剣tとチに出会うとそこから

ツガイや家紋C~ として行動を共にする.さらに家族群

のf昼食移動の途中で成時UI.と千よリ別lt再u:単独で行

動 しだす.最大HCiれま で観客運されたがいずれの偶休

若干サイズも血紋関係のあるカモシカ向ぶが集会するよ

うである.

まとめ

①霊flhLlJに生息 r る大 ・ '1' II，'t~ 1 1ì乳動物相は鈴鹿山系

+=米の様子を伐し ているらのと思わ.Ilる。

o ';r，~f山 lμ にはニホンカモシ力が.ìtfI.íFtl~ ，V. している 。

③ I({級制税法によリ 11:心街肢を>>U1:すると 1.35iiJi/

knfとな った。令1111・rl.J$)の'I，，(J狩，'I!rとJじ較するとfIl;¥iI'-;

1Stなう}(liといえる.

@ 均モシカの~.\tlll l ll l に i; ける分布はJIl!般によリ車II後

があり全体にJ!)-にう〉イliしているわけではない。

⑤ fI'・ '~JUIには行動|伺 l人jの.-'火体に J~ Ij ' して生息する

Mlt，]があるが、 ド)j移動な ど手筋(I(Jな移11)はみられ

fI:l例攻

脚 %

図 3 カモシカの個体重草サイズ
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図 4 出現個体軍事者祷成の月別変化

一生活環にかかる年月がuいため、;湾伐に1:1Lalllflを

必要とする.またそうしないと本米の安を比怒る可能

性が大となる 当地のカモシカの~ft l.. 今後さらに継

続する必裂があるし、そうしたいと考えている

(t..fn 1狗)
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